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本庁舎跡利用の概
要まとまる 地域商業発展の核を目指し

ホテル、( 仮称)産業文化交流センター
公共 駐 車 場を建 設

雙

昜
庁
舎
へ
の
移
転
を
平
成
8
年
5
月
に

控
え
、
区
で
は
、
千
佳
に
あ
る
現
在
の
本
庁
舎

の
跡
利
用
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
昨
年
3

月
、「
本
庁
舎
跡
等
利
用
計
画
・
基
本
計
画

を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
。地
域

商
巣
発
展
の
中
核
と
な
る
活
力
拠
点
‘
と
し

て
、
民
間
と
の
共
同
事
業
に
よ
る
、
ホ
テ
ル
を

中
心
と
し
た
複
合
施
設
を
建
設
す
る
と
し
て
い

ま
す
(
平
成
6
年
7
月
1
0日
号
掲
載
)
。
そ
の
後

さ
ら
に
検
討
を一
ね
、
概
妥
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
昨
年
5
月

に
区
議
会
に
設一
さ
れ
た
「
本
庁
書
跡
利
烱
建

設
計
画
調
査
特
別
委
員
会
」
で
調
査
・
検
討
さ

れ
、
本
年
3
月
に
は
そ
の
結
果
が
区
議
会
に
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
計
画

□
地
上
1
7階
、
延
床
面
積
3
万
㎡

地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
ぶ
つ

に
建
物
は
高
層
化
。
桴
瑙
床
面
積
約
3

万
㎡
の
建
物
と
し
ま
す
。
ま
た
、
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
呎
軅
と
ア
ト
ロ
fワ
ム
を
設

置
し
、
水
と
譬
s
r

だ

「
う
る
お
い

の
場
」を
肋
れ
る
人
に
提
供
し
ま
す
。

□
ホ
テ
ル
に
8
0
0
人
収
容
の
大
宴
会
場

地
域
に
密
笋
レ
た
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
と

し
、
宿
泊
・
飲
食
・
宴
会
・
集
会
機
能

も
あ
る
、
バ
ラ
ン
ス
り
こ
れ
た
「
地
域

阨
F
ホ
テ
ル
屬
自
指
し
毒
歹
。客
室
は
1
2
0

蚕
程
謇
覃
走

。
約
8
0
0人を
収
容
で

夸
♀
(
宴
会
場
の
ほ
か
、
中
小
謇
会
場

も
設
け
、
様
々
な
要
望
に
対
に
出
来
る

ぷ
つ
に
し
毒
f
y。
ホ
テ
ル
に
ほ

、
婚
礼

施
設
、
ス
カ
イ
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
入
2

チ

。

□
5
0
0
席
の
多
目
的
ホ
ー
ル

(仮
称
)
産
業
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
に

は
、
瞋
人
が
一
度
に
集
ま
る
'
左
の
で

き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
や
会
議
蚕
、
研
修

宰
苳
酘
け
、
区
民
や
商
工
業
者
の
交
流

を
促
進
し
て
い
孝
豕
す
。

□
2
1
0
台
の
駐
車
場

千
住
地
区
で
不
足
し
て
い
る
公
共
畦

車
場
素
毆

」萋
ヂ

。
駐
車
台
数
は
2
1
0

怠
乖
走
。
地
下
と
一
部
タ
ワ
ー
式
の

駐
車
施
設
と
な
り
ま
す
。こ
の
駐
車
場

は
、ど
な
た
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

□
防
災
機
能
に
配
慮
し
ま
す

建
物
に
つ
い
て
は
、
民
間
と
の
共
同

事
業
と
な
る
た
め
、
店
舗
・
事
務
所
ビ

ル
と
の
合
築
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
防

災
萬
耿
と
し
て
備
蓄
倉
庫
・
防
火
水
槽

舁

右
設
飄
望
ヂ

。

事
業
計
画

□
総
合
設
計
制
度
を
活
用
し
ま
す

旧
道
沿
い
に
は
公
閲
広
場
奮
酖
け
、

人
々
が
集
え
る
場
町
を
つ
く
る
な
ど
、

空
間
の
有
効
利
用
i
凶
り
ま
す
。ま
た
、

ホ
テ
ル
茹
ぷ
び
公
共
駐
車
場
は
㈱
足
立

都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
建
設
し
、蔗

称
)
産
業
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
は
区
が

建
設
し
豕
す
。

□
ホ
テ
ル
運
営
は
東
急
ホ
テ
ル
に
委

託
ホ
テ
ル
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
ホ
テ

ル
経
営
会
社
奮
設
立
し
、
実
際
の
運
営

奎
閥
東
急
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
に
委
託
し

ま
す
。事

業

費

総
事
業
費
は
約
1
6
9
億
円
を
柔
走
し
て

い
ホ
歹
。

□

ホ
テ
ル
事
業
費
は
1
1
8億
円

。銀
行
融

資
で
建
設

ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
、
1
1
8億
1

千
万

円
の
事
業
費
と
な
り

、
呰

笠

都
市
活

件
祀
セ
ン
タ
ー
が
銀
行
な
ご
か
ら
の
融

資
奮

冥
け
て

建
設
し
廖
歹
。
区
は

、
3

分
の
F

に
あ
た
る
3
9
佩
&
千
3
0
0万
円
を

出
芦
I

ヂ

。

□

産
業
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業
費

は
3
3
億
円

。
起
債
を
活
用

(仮
称
)
産
業
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の

事
業
費
は
3
3
億
4

千
聊

畠
‥
。
起
價
な

冫

露
用

し
て
い
き
ま
す
。

□

駐
車
場
事
業

費
は
1
7
億
円

。
都
区

駐
車
場
整
備
基
金
で
建
設

公
共
駐
車
場
は
附
置
義
務
分
を
啄
く
1
3
3

台
分
に
つ
い
て
は

、
1
7億
3

千
7
0
0万

円
の
事
業
費
と
な
り

、
都
区
駐
車
場
整

備
慕
荼
の
低
利
融
資
を
鷽
け
て

、
㈱
足

立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
建
設
し
ま

す

。建
設
は

、
平
成
8

年
秋
に

着
工

予

定
。
平
成
u

年
秋
の
完
成
を
目
指
し
て

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
先
H

千
住
本
庁
舎
・
余
震
課

(
a
2
)
1
1
1

㈹

足
立
区
本
庁
舎
跡
等
利
用
計
画

―
断
面
図
―

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

高
齢
者
生
活
実
態
調
査
を
行
い
ま
す

高
齢
者
の
万
々
の
生
活
実
懇
や
意

識
を
把
握
し
、
地
域
保
健
福
祉
計
画

の
推
進
と
今
後
の
高
齢
者
福
秕
対
策

の
基
礎
資
料
と
r
{
だ
め
、
高
齢
者

牛
酉
実
態
調
査
受
付
い
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
李
歹
。
調
査
は
2
回

に
分
け
て
付
い
ホ
歹
。

□
一
次
調
査
6
5
歳
以
上
の
方
の
な

か
か
ら
無
作
為
抽
出
」
だ
3
千
聊
人
程

度
を
河
象
に
6
月
に
行
い
毒
歹
。
調
査

票
は
郵
送
し
、
地
域
の
民
生
委
員
が
訪

問
し
て
回
収
し
ま
す
。

□
二
次
調
査

一
次
調
査
の
回
答
者
9

笳
か
ら
、
ね
た
き
り
に
該
当
す
る

方
等
を
対
象
に
9
月
ご
ろ
行
い
ま

す
。
区
職
倦
祗
ぼ
民
生
耆
貝
が
訪

問
し
て
調
査
を
行
い
ホ
歹
。

※
二

次
調
査
に
は
高
齡
者
福
祉
手
当
受
給

者
名
簿
夲
莉
用
さ
せ
て
ぃ
か
だ
き
ま

す
。
利
用
に
つ
い
て
ご
意
見
等
が
あ
Q

声
‥た
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
卜
千
住
本
庁
舎
・
高
齢
社
会
対

策
課
推
進
係

(
3
8
只
!
I
I
L

㈹

5
/
1

1
～
2
0
　春
の
交
通
安
全
運
動

あ
り
が
と
う
笑
顔
で
か
わ
す
良
い
マ
ナ
ー

□
区
内
で
の
交
通
事
故
死
者
急
増

昨
年
1
年
間
の
全
国
で
の
交
通
事

故
に
よ
る
死
者
は
1
万
6
4
9人

今
回

の
大
震
災
犠
牲
者
の
約
1
倍
も
の

方
々
が
こ
ぐ
な
ら
元
て
い
ま
す
。
区

内
で
も
、
平
成
6
年
は
交
通
事
故
が

多
発
し
、
発
生
件
数
・
死
者
数
・
負

傷
者
歌
と
も
に
前
年
牽
上
回
り
ま
し

た
。
特
に
死
者
数
は
、
前
年
よ
り
9

人
も
増
加
の
2
9人
に
も
昇
り
、
2
3区

中
最
悪
の
数
子
ζ
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
懿
ほ
大
震
災
9

弯
な
自

然
災
害
と
は
異
な
ひ
、
ち
ょ
っ
と
し

た
不
注
意
や
安
易
な
行
動
が
原
因
で

起
こ
る
も
の
で
T
。
こ
の
春
の
交
通

安
全
運
動
を
契
機
に
、
改
め
て
一
人

ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
関
心
を
持

ち
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
ぶ
ひ
冢

-□
家
族
で
話
し
合
う
交
通
安
全
の

ポ
イ
ン
ト

▽
歩
一口
者
は
…
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
切

れ
目
や
、
横
断
禁
止
場
所
、
単
の
T

ぐ
喘
や
惨
2
一一ら
の
横
断
は
し
な
い

信
号
が
青
で
も
右
折
車
、
左
折
車
に

十
分
注
意
し
、
安
全
器
腮
し
て
渡

る

▽
自
転
車
は
:
交
差
点
や
見
通

し
の
思
い
と
こ
ろ
で
は
必
ず
止
ま
っ

て
左
右
の
安
全
器
'
か
め
る

並
ん

で
走
っ
た
り
、
冫
人
乗
り
は
絶
対
に

し
な
い

夜
間
は
必
T
フ
イ
ト
と
反

射
材
を
つ
け
る

迦
黶
揶
衂
は
、

歩
行
者
に
迷
思
菅
か
け
な
い
■
w
徐

行
す
る

▽
二
輪
車
は
…
カ
ー
プ
の

手
前
で
は
必
ず
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す

交
差
点
で
は
右
折
の
四
輪
単
に
注
意

す
る

騅
な
進
路
穿
更
、
茜
男
逎

越
」ほ
や
め
る

マ
四
輪
車
は
・
:信

号
の
豕
わ
り
目
に
は
ス
ピ
ー
ド
を
出

さ
な
い

右
折
時
、
左
折
時
は
横
断

中
の
歩
行
者
や
自
転
車
に
注
亭
恚

夜
間
は
視
界
が
悪
ぐ
な
る
の
で
ス
ピ

ー
ド
は
ひ
か
え
め
に

交
通
安
全
計
画
や
交
通
安
全
運
動
に

つ
い
て
は
、
中
央
本
町
庁
舎
・
交
通

安
余
一

(
3
8
8
0
)
5
2
7
9

足立区内の交通事故発生状況( 年間)花
し
ょ
う
ぶ
が
見
ご
ろ
で
す

観
光
協
会
主
催

区
内
施
設
め
ぐ
り

日
時
卜
6

月
1
4・
1
5
E
、い
ず
れ
も
午

前
且

叭

芬

、
千
住
本
庁
舎
前
軣

つ

内
容
卜
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園

、
郷
土
博

物
館
、
花
畑
記
念
庭
園
、
牛
軛
園
等

を
見
学

定
員
=

各
4
0
人
(

柚
逎
)

費
用

卜
観
光
協
会
会
員
=
・
千
鴎
円
/

非
会
員
・・・
7
争

円
(

当
日
現
地
支
払

い

、屋
食
付
き
)

申
込
H

往
復
(

ガ

キ
に
申
込
者
全
輿
の
住
所

、
氏
名

、

年
齢
、
電
話
番
号
、
会
員
・
非
会
員

の
別
、希
望
耳
、「
区
内
施
設
め
ぐ
り

希
屏

と
明
記

※
L
枚
で
4
人
ま

で
申
し
込
み
で
耋
豕
す
(
重
複
(
ガ

キ
は
無
効
)

期
限
卜
5
月
1
8
E消

印
有
効

申
・
問
先
卜
観
光
協
会
事

務
局

〒
1
2
0中央
本
町
1
-
1
7
1
1

中
央
本
町
庁
舎
・
摩
稟
振
興
課
内

　
(
3
8
8
0
)
『
T
・
9
1

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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年

金

請
求
を
忘
れ
ず
に

国
民
年
金

(老
齢
基
礎
年
金
)

対
象
卜
原
則
と
し
て
6
5歳
以
上
の
方
で

一
定
期
間
保
険
料
盒
i

だ
方

購
求

手
続
H
誕
生
日
の
F
且

」が
ら
で
き
ま

す

爾
求
先
n
▽
国
民
年
金
の
み
加
入

の
方
E
国
民
年
令
課
咎
嵐

▽
そ
の

他
の
公
的
年
金
に
加
入
し
た
y
と

が
あ

る
方
・
:社
会
保
険
事
務
所
ま
応
は
各
共

済
組
合

※
す
で
に
特
別
支
給
の
老
齢
-

つて
い
る
万
ほ
、6
5

歳
に
な
る
誕
生
月
に
「
裁
定
請
求
S
(
(

ガ
キ
)
」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

あ
5
た
め
f亟
幽
き
の
泓
餮
は
あ
n
ま
f

ん

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
給
付

係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

ね
ん
き
ん
　
6
0歳
説
明
会

日
時
=
5
月
1
6日
火
)
、
午
前
1
0時
と

午
後
1
時
の
I
回
(
開
始
即
分
前
か
ら

受
付
)

場
所
乱
筴

本
町
庁
舎
隣
プ

レ
(
ブ
会
議
室

対
象
=
昭
和
1
0年
1

月
2
日
r
7
月
L
E
ま
畧
れ
の
方
(
対

象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容
基
i

制
度
の
し
く
み
と
霊
豕
翕
の
説
明
お

よ
び
個
別
相
談

菁
付
順
)

問
先
卜

中
央
本
町
庁
舎
・
適
用
佩

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

日
程
等
=
<
K
―

内
容
H
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

恭
な
ど

な
翌
月
の
夜
間
相
談
は
、

梅
田
セ
ン
タ
ー
で
行
い
家
す
。

問
先
=
&

■央
禀
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表1　 ねんきん出張相談

国

保

も
う
一
枚
の
保
険
証

(
学
)
・
(
遠
)
の
保
険
証

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
で
、
家
族

の
一
部
が
翼
学
、
出
張
・
旅
行
な
ど
で

住
ま
い
を
馨
¥

場
合
に
は
、
そ
の
方
-

に
お
渡

し
し
尽
歹
。

□
(
学
)
(
学
生
用
)
の
保
険
証

お
子
麝
侭
戸
一が
区
外
に
贋
僅
し
て

薹
濛
気
と
き
。
世
帯
主
が
そ
の
方
の

盂

簧
等
を
援
卯
し
て
い
る
場
合
に
、

耆
廣

証
を
返
弭
ド
¥

ヂ

。

申
込
=

国
民
健
康
保
険
証
/
汕
出
人
の
印
か

ん
/
在
学
証
明
一
(

単
生
証
で
も
可
。

区
外
に
住
民
登
録
し
て
い
忝
と
膏
ほ
住
-

窓
口
に
持
参

□
(
遠
)
(
遠
隔
地
用
)
の
保
険
証

覃
族
の
方
が
旅
行
・
出
張
で
L
ヵ
月

以
ヒ
3
区
外
に
離
れ
る
忌
吊

、
足
立

区
外
に
施
設
入
所
す
る
場
合
に
、
億
保

険
証
を
お
醪
U
し
ま
す
。

申
込
=
国

民
健
康
保
険
証
/
届
出
人
の
印
か
ん
/

施
撃
(
所
の
場
合
は
入
所
証
明
s
(
区

外
に
住
民
登
録
し
て
い
る
場
合
は
住
民

票
が
必
要
な
場
合
が
ゐ
ひ
豕
Σ

を
窓

口
に
持
参

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
乱
}
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦

課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

募

集

非
常
勤
保
健
婦

保
塵
町
で
飃
蹶
相
談
等
の
保
健
指
導

業
務
に
従
事
す
る
力
を
募
男
¥

蚕

。

申
・
問
先
卜
千
住
堡
票

・
保
健
指
導

係

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

鋸
南
自
然
教
室

引
率
補
助
員

「鋸
南
自
然
の
冢
(
千
葉
県
鋸
爾
町
)
」

で
吁
つ
目
然
敵
室
(
区
立
小
学
校
4
年

生
対
象
)
-

※
回
数
に
制
限
は
あ
ひ
ま
せ
ん

期
問
H
9

月
6
日
r
3
月
1
吁
で
鄙
合
り
ぶ

い
日

助
務
時
間
=
各
小
学
校
出
発
時

か
6
帰
校
時
ま
で
の
2
泊
I
E

対
象
=
m

免
許
至
羣
恚
年
齢
4
0歳
ぐ
ら

い
ま
で
の
方
s
*
=
l

回
の
引
率
で
3

万
1
千
円

税
込
み
)

期
限
=
m

月
1
5
a
申
・
問
先
茜
t
住
本
庁
舎
・

校
外
学
園
係

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員

対
象
=
2
0鎭
卜
4
0歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方

内
容
卜
心
身
障
害
者
の
社
会
復
帰
、

牛
活
指
導
な
こ

期
間
l

角
～
1
1月

の
午
前
1
0哩
双
了
午
彎

蒔
4
0
分
(

た
郤
じ
、土
・
日
・
祝
刪
は
除
く
)

時
給
H
7
9
0円

申
込
H
電
話

申
・
問

先
=
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
5
3
)
0
6
3
n
c

安心で便利な
口座振替
――ぜひご利用ください――

特
別
区
民
税
・
都
民
税

。
国
民
健

康
保
険
料

、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
T

。
ぜ
ひ

にゝ
I利
用
ぐ
だ
さ
い

。

申
込
=

預
金

口
座
の
あ
る
金
融
機
関
(

齦
便
局
を

除
く
)

吏

ほ

区
担
当
課
窓
口
、
各

区
民
事
務
所
へ
預
金
通
蠎
1

暝

印

そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
■

螽

蔘

問
先
=

特
別
区
民
税
・
都
民
税
・・・納
税
屎

　
(
3
8
8
0
)
5
1
0
1

国
民
健
康
保
険
料
…
国
民
健
康
保
険

屎

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
3

国
民
年
金
保
険
料
・・・
国
民
年
金
屎

　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

※
い
ず
れ
も
中
央
本
町
庁
舎
で

歹

掲
示
板

□
再
開
発
協
議
会
講
演
会

日
時
=
平
氓
7
年
5
月
芻
貝
月
)
、

午
後
1
時
～
4
時

場
所
=
ル
ミ
ネ

北
千
住
ヱ
陬
ワ
イ
ズ
サ
ロ
ン

講
師
H

㈱
都
市
問
題
研
究
所
所
長
藤
田
邦

昭
氏
(
神
戸
市
灘
区
在
住
)

内
容
=

「災
暼
に
強
い
妻
3

く
り
」
阪

神
大
震
災
を
内
部
か
ら
見
る
問
題
点

と
こ
れ
か
ら
の
苒
生

問
先
=
足
立

区
再
開
発
協
議
会

(
3
8
8
8
)
4
0
8
4

□
平
成
7
年
工
業
統
計
調
査
ポ
ス

タ
ー
公
募

対
象
=
不
間

申
込
=
ポ
ス
タ
ー
の

裏
面
に
住
所
・
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
・

職
業
(
学
生
の
場
侖ほ
学
校
名
、
学

年
)
盍
氈
し
郵
送

期
限
日
6
月
2
3

刪
消
印
有
効

規
格
H
縦
5
9
mχ

儁
詣
(
A
2

版
)
/
縦
長
/
4
色

以
内

酋
は
歌
咒
な
い
)
/

「通
商

産
業
省
」「
都
道
府
県
」『市
区
町
村
』

「工
業
統
計
調
査
」「平
成
7
年
1
2

月
3
1日
」
の
文
零
忝
夛
べ
て
い
れ
た

も
の
/
標
語
、
写
真
は
愿
伊
耘
い
/

未
発
詼
の
も
の

申
・
問
先
=
通

産
省
・
工
業
統
計
課
地
方
係

〒
1
0
0千代
田
区
霞
ヶ
関
1
-
3
-
1

　
(
3
5
0
1
)
9
9
2
9

特別区職員( I 類)採用試験試
験
日
=
6
月
1
8日
(
日
)

採
用

予
定
年
月
日
卜
平
嵎
8
年
4
月
1
日

以
降

職
種
お
よ
び
受
験
責
格
等
=

右
表
り
と
お
り

郵
送
申
込
期
限
=
5

月
1
9日
消
印
有
効

持
参
申
叺
期

限
巷

都
内
各
区
役
所
・・・
A
H
s

器
日

▽
特
別
区
人
事
耆
県
会
試

験
課・
:
i
a
H
T
2
3
B

※
い
ず

れ
も
受
付
は
午
前
1
0時
～
午
後
i

時
。
申
込
書
一
膠

都
内
各
区
忿
气

特
別
区
人
事
香
!

荻
験
課
に
あ
ひ

ま
す

申
・
問
先
=
特
別
区
人
事
委

員
会
試
験
課

〒
1
0
2
千
代
田
区
九
段

北
1
-
1
-
4

東
京
区
竪
覲
内

　
(
5
2
1
0
)
9
7
B
1
9

□
公
務
員
セ
ミ
ナ
ト
開
催
(
I
類
)

日
時
=
i
r
t
n
£
…
2
8日
、
午
前
1
時

叩
分
～
午
後
3
時
3
0分

場
所
=
千

代
田
区
公
会
堂

内
容
H
各
区
の
特

色
等
(
足
立
区
は
1
7日

、
午
前
の
予

定
)

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
人
事

佩

職種および受験資格の概要

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
花
畑
共
同
作
業
所
バ
ザ
ー

日
用

雑
貨
な
ど
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
6

月
4
日
亘

、
午
前
1
0時
3
0分

～
午
後
1
時
/
都
立
城
北
養
護
学
校

体
育
館
/
花
畑
共
同
作
業
所

(
3
6
2
0
)
5
7
4
1

☆
第
2
回
薬
草
勉
強
会
1

月
2
1日

亘

、
午
前
&
時
、
北
千
住
元
ミ
ド

け
や
前
集
合
/
鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョン
セ
ン
タ
ト
盒
駻
ね
て
の
勉
強

会
/
大
人
3
千
3
0
0円
、
子
供
2
千
5
0
0

円
/
肋
足
立
区
薬
剤
師
会
/
寺
山

　
(
3
8
8
3
)
3
6
6
6

☆
第
2
1回
子
ど
も
ま
つ
り
i

月
2
1

日
亘

、
午
前
1
時
3
0分
～
午
後
3

時
釦
分
と
E
渕
江
公
圜
/
作
ろ
う
コ
L

ナ
上
竹
細
エ
な
ど
)
/
2
0
0
円
(
材
料

費
)
/足
立
子
ど
も
珮
う
哭
行
委
員

会

森

　
(
3
Q
5
0
)
9
2
2
6

☆
高
齢
者
・
病
人
貪
調
理
講
習
会
5

月
2
8
E亘

、
午
前
9
時
～
正
午
/

エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
/
材
料
費
実
費

負
担
/
や
よ
い
会

田
代

(
3
8
6
0
)
4
3
8
6

=
募
集
=

☆
裏
千
家
莱
道
(
み
ど
り
の
会
)

毎
週
水
曜
日
、
午
唆
1
時
～
4
時
/

伊
輿
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千

円
、
月
額
1
千
円
/
曽
合

(
3
8
9
9
)
6
0
0
5

☆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
(
フ

ラ
ワ
ー
会
)

毎
濤
月
・
木
曜
日
、

午
前
1
0時
、
午
後
旦
累
芬
(

各
回
1

時
間
)
/
斉
藤

(
3
2
1
9
)
0
6
0
6

足立区都市型CATV 会社

6 月に設立

資本出資や
運営への協力を

足
立
区
で
は
、C
A
T
V

の
導
入

奮
S
蚕
―
だ
め
、
資
本
出
資
等
の

支
譽
萋
砺
て
い
く
こ
と
に
な
n
ま

」た

。

□
出
資
や
事
業
運
営
に
多
数
の
企

業
の
参
加
を

c
A
T
y
会
社
は
民
間
布
稟
が
中

心
に
な
り
、
区
も
出
資
す
る
第
I
セ

ク
タ
ー
方
式
の
株
式
会
社
に
な
り
ま

す
。
現
在
、
伊一
忠
商
事
㈱
等
が
中

心
に
な
り
、
区
内
の
企
業
の
皆
様
に

出
奢
要
講
鷺
耳
な
ど
会
社
設
立
に

向
け
咫
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。
都

市
耐
で
A
T
V
{
K
}
つ
地
域
罌
I
性

や
双
方
向
性
と
り
つ
メ
デ
ィ
ア
特
性

奮
蓊
ぞ
う
凡
で
も
、
多
数
の
企
業

の
資
本
出
資
や
事
業
運
営
へ
の
参
加

が
泓
賽
で
歹
。
ご
S
力
く
だ
齏
9
よ

急
廡
い
」
ぶ
ヂ
。

問
先
=
千
住

本
庁
舍
・
地
域
情
報
化
穩
蕕
雪

　
1
8
8
2
)
L
L
L

」
㈹

壟
m
型
C
λ
T
V
A
X
S
'
有
線

テ
レ
ピ
の
こ
と
Q
瞿

に
密
看

冫
l
簒
壥
梹
が
で
原

地
域

齎
晋
薑
の
堅
儺
に
役
立
っ
J

チ
レ
ビ
の
営
佰
障
害
が
な
ぐ
圜

憮
が
鮮
叨
尸
こ
J
才
ス
卩
贔

彗
ツ
、
映
画
等
の
專
門
番
岷
蜀

奔
拓
る
以
疉
に
2
3区で
1
4

区

が

導

入

。

□ 子育て中の親や子ども自身に関する電話相談( 匿 名) 　日時= 月 ～金曜日…午前9 時～午後8 時30分/ 土 ・日・祝日… 午前9 時 ～午後5 時

相談電話= 　( 3202) 4152　 問先= 東京 都児童相談センター 　( 3208) 1121　 ※ 5 月11・12日は、専門スタ ッフによる特別電話相談です
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健

康

が
ん
検
診
と
成
人

健
康
診
査
(

無
料
で
す
)

□
消
化
器
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
で

す
。
対
象
=
3
5歳
以
上
の
区
民

期
限
-
2
0
a

※
胃
り
手
術
を
し
た
方
、
胃
の

病
気
で
治
原
中
の
方
、
妊
限
し
て
い
る

～

で
き
ま
せ
ん

□
女
性
の
が
ん
検
診

乳
が
ん
。
子
宮
が
ん
鞏

期
費

に

役
立
ち
l
y
。

対
象
=
3
0歳
以
上
の

女
性
区
民

場
所
=
区
内
実
屡
i

一機

関

受
胎
*
n
=受
黝
禀
の
指
定
期
間
内

に
受
診
榮
機
関
と
相
談
の
上
受
診

□
成
人
健
康
診
査

心
臓
、
肝
臓
、
じ
ん
臓
の
病
気
や
糖

尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
皿
屁
等
に
つ
い

て
調
べ
る
垂
本
的
な
も
の
で
す
。

対

象
―
T
0歳
以
上
6
4歳
(
昭
和
5
年
4
月
1

日
以
降
牟
畧
れ
)
ま
で
の
区
民

場

所
=
区
内
実
腫
医
療
機
関

―
―
い
ず
れ
も―
―

申
込
=
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番

号
、
検
診
名
査
明
記
。
受
診
罘
と
案
内

を
お
送
叺
岔
ヂ

※
消
化
器
が
ん
検

黯
は
、
表
2
9

糒
か
ら
検
磬
は
、
堤

所
(
第
3
希
葷
ま
で
)
も
明
配

申
・

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

〒
跏
千
住
1
-
4
-
1
8

表2　 消化器がん検診日程

生
活
環
境

新
築
・
あ
き
家

都
営
住
宅
(地
元
割
当
)

あ
き
家

区
営
住
宅

入
居
者
募
集

[第
1
種
・
第
2
種
]

募
言
戸
数
£

誓

住
宅
(
一
般
世
帯
向
)

・・・
s
戸
/

都
愬
{
咆
(
単
身
者
向
)
・・・
7

戸
/
区
営
住
宅
(

一
般
世
帯
向
丁

・
3

戸

募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配
付
期
間
H
i

月
2
4
日
～
3
1
B
(
土
・
a

曜
日
を

除
ぐ
)

申
込
用
紙
(

申
込
み
の
し
お

り
)

配
付
場
所
=
千
住
本
庁
舎
・
住
宅

係
、
各
区
民
事
務
所
、
ま
5

つ
ぐ
り
公

社

※
申
込
資
格
な
ど
く
わ
し
く
は
、

「
申
込
み
の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
住
宅
係

建
物
を
増
築

す
る
と
き
も

手
続
き
が
必
要
で
す

-

で
な

ペ

ー

確

認
申
請
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
増
築
に
は
。
建
物
牽
跨
る
場
合

の
ほ
か
、
厩
存
の
I
階
建
て
の
建
物
の

上
に
建
て
増
し
を
し
、3
階
建
て
に
す

る
否
船
含
ま
9

チ

。

手
続
き
を
し
な
い
で
増
築
レ
だ
建
物
-

れ
か

ら
増
譽
簒
餮
え
の
万
は
i

£
庇
き

夸
7

♀
5

お
願
い
し
豕
す
。

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
建
築
監
摂
担
習
尼

は
番
査
第
一
・
二
係

7
月
2
4日
か
ら

古
千
谷
・
舎
人
地
区

の
住
居
表
示
を

行
い
ま
す

区
は
、
便
利
で
わ
か
ひ
や
歹
い
住
居

番
量
¥

る
た
め
、
住
居
表
示
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
次
の
町

区
域
で
住
居
表
示
憲
行
い
李
歹
。

▽
古
千
谷
本
町
一
丁
目
(
古
千
眥
一丁

目
の
全
部
お
よ
び
入
谷
町
の
一
部
)

▽
古
千
谷
本
町
二
丁
目
(
古
千
谷
四
丁

目
、
舎
人
一
丁
目
お
よ
び
入
谷
町
の
各

一
部
)

▽
杳
t
谷
本
町
三
丁
目
(
古
千
谷
四
丁

目
、
古
千
谷
五
丁
目
、
舎
人
二
丁
目
、

舎
ム
二丁
目
お
よ
び
古
千
谷
町
の
各
一

都
)

▽
古
千
谷
本
町
四
丁
目
(
古
千
谷
四
丁

目
、
古
千
谷
五
丁
目
、
古
千
谷
町
お
よ

び
東
伊
輿
町
の
各
一
部
)

▽
舎
人
二
丁
目
(
舎
人
二
丁
目
の
一
部
)

▽
舎
人
三
丁
目
(
舎
人
三
丁
目
お
よ
び

舎
人
町
の
各
一
都
)

▽
舎
人
四
丁
目
(
舎
人
町
の
一
部
)

今
回
の
実
施
地
区
に
お
住
ま
い
の
皆

さ
ん
に
は
、6
月
中
に

「住
居
表
示
番

号
の
通
知
S

」
お
よ
び
住
所
の
珍
更
に

雙
羊
続
忝
な
ど
の
く
わ
し
い
ご
案
内

を
芻
涵
け
し
嫐
歹
。
ま
た
、
住
所
の
変

更
岑
蓼
尽
x

だ
め
の
通
知
用
は
が
き
(

郵
政
省
Q
椢
屏
事
藕
乕
で
無
料
)
も

同
時
に
配
布
し
ま
す
。
ご
利
用
ぐ
だ
さ

い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
住
居

表
示
相
当

　
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

古千谷・舎人地区の
区域新設および変更図

福

祉

3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

の
い
る
方
ヘ

～乳
幼
児医
療
費助
成制
度～

3
歳
禾
満
9

孥
さ
ん
2

雖
費
を

助
侈

各
制
度
が
あ
ひ
季
こ
保
険
を

使
っ
て
受
診
レ
た
時
の
目
R
頁
衵
芬
を

助
成
)
。
助
成
を
受
け
る
に
は
、
申
舗

が
必
要
で
T
。

申
請
に
必
要
な
も
の
=

印
か
た
ヨ
ム
印
は
不
可
)
/
健
康

保
険
証
/
年
全
i
(

厚
生
年
金
に
加

入
し
て
い
る
万
)
/
前
住
所
地
発
行
の

児
章
蛋
用
の
所
得
証
明
(
平
成
6
年
1

月
2
日
以
降
足
立
区
に
転
入
し
た

方
)
/
預
余
祺
(

申
請
者
名
義
で
口

座
が
東
京
都
内
に
あ
る
も
の
)

※
医

療
費
の
助
成
は
申
請
日
か
ら
受
け
ら
れ

ま
す
。
た
が
じ

、
出
生
・
転
入
に
つ
い

て
は
、1
ヵ
月
以
内
に
申
請
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

助
虞
が
蠢
X

れ
李
T
。
な
お
、
所
得

制
限
が
あ
ひ
乖
ふ

、
児
羃
盂
一
、
特

例
給
付
の
制
彦
石

沢
ま
す
。
お
問
い

盒
そ
だ
さ
い

申
・
問
先
=
千
住
本

庁
舍
・
児
童
医
療
係

お
し
ら
せ

集
団
給
食
施
設

技
術
者
講
習
会

日
時
等
=
表
3

定
員
=
6
0人
(
先一

順
)

費
用
=
無
料

場
・
申
・
問
先
=

足
立
保
健
所
・
栄
養
指
導
担
当

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

表3

いずれも時間は午後1 時30分～4 時

国
民
生
活
基
礎
調
査

6
月
1
日
現
在
で
、
「国
民
生
活
基

礎
調
燕

夲
行
い
ま
す
。こ
の
調
査
は
、

お
年
寄
吁
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
ま
で
、
す
べ

て
の
方
が
健
康
で
明
る
く
豊
か
に
暮
ら

す
た
め
に
。
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
年

金
な
ど
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
ね
魔

康
宍

調
査
耙
果

は
、
国
の
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
な
2

ヂ

。

調
査
対
象
世
帯
に
は
、5
月
中
に
調

罍
員
が
お
伺
い
し
て
調
査
罘
な
ど
冴
£

配
ひ
し
ま
す
。6
月
1
日
以
降
に
、
あ

ら
た
め
て
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
項
目

に
つ
い
て
お
聞
膏
じ

、
調
杏
票
奎
回
収

し
ま
す
。
な
お
、
今
回
対
象
ζ
な
っ
た

世
帯
の
一
部
に
つ
い
て
、7
月
以
降
に

所
得
に
関
す
る
調
査
な
ど
で
、
あ
ら
た

め
て
伺
う
y
と

が
あ
り
季
ゐ
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
」爺
歹
。

問
先
=
足

立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

表
ゑ
妬
域
の
水
洗
化
か
可
能
に
な
Q
F

一だ

。こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=
都
・
下
水
道

局
小
臂
分
室

(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
I

チ

問
先
乱
筴
本
町
庁
舎
・

助
成
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表4　 水洗化可能地域

軽自動車税

～
納
税
は
5
月
3
1
日
ま
で
に
～

平
嵎
冫
年
4
月
I
R
現
在
、
バ
イ
ク

や
軽
自
動
車
な
ζ
璽
町
有
じ
て
い
る
方

に
、
平
成
7
年
度
の
軽
自
動
車
税
椚
税

通
知
睾
奪
胥
に
汞
レ
た
。
納
期
限
は
i

月
U
は
で
す
。
お
早
目
に
近
ぐ
の
銀

行
、
獸
便
局
お
よ
び
区
忿
曳

区
民
事

務
所
の
窓
口
で
納
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=
f
r央
本
町
庁
舎
・
軽
自
動
車
税

係

　
(
3
8
8
0
)
5
0
8
8

公
認
私
立
幼
稚
園
等
に

通
う
お
子
さ
ん
の

い
る
保
護
者
の
方
へ

補
助
金
を
支
給
し
ま
す

□
入
園
料
補
助
金

年
額
1
万
円

□
保
護
者
負
担
軽
減
費
月
額
1
万

1
千
2
0
0
円

※
入
園
料
補
助
售

冫

ぴ
保
護
者
負
担

鰹
減
菅
は

、
入
園
料
と
保
育
料
の
額
に

よ
り
調
整
(

減
額
)

套

父

傷

合
が
あ
2

蚕

□

就
園
奨
励
費

旻
5
{
y

お
ひ

※
就
園
奨
励
費
は
住
民
税
の
額
に
よ
り

対
象
石

沢

な
い
場
合
が
あ
9
}

チ

。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
基

恚
T

年
4

月
1

日
以
降
引
き

続
き
区
内
に
居
住
し

。3
廴
冫
歳
児
(
平

成
元
年
4

月
2
日
～
平
成
4

年
4
月
1

旦

蛋
R

ま
で
)

が
幼
稚
園
へ
通
っ
て

い
る
保
護
者

申
込
=

▽
区
内
の
幼
稚

園
に
在
籍
す
る
園
児
の
保
護
者
・・・
各
幼

稚
園
▽
区
外
の
幼
稚
園
に
在
孥

恚

園

児
の
保
護
者
・
:
直
接
窓
口
ま
た
は
幼
稚

園

※
申
請
薺
ば
各
幼
稚
園
ま
た
は
学

務
課
振
興
係
X
配
布

期
限
=
i
月
9
一

日

問
先
旦
冱
宋
庁
舎
・
学
務
課
振

興
係

表5　 就園奨励費基準表

※ 同一世帯で2 人以上の所得がある場合は所得割額の合計

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す

運
動
…
…
(
8
)

人
間
の
目
申
と
権
利
奎
汲
l

、

い
わ
ゆ
る
旦
{
罠
権
運
動
は
、
明
治
1
0

年
か
ら
し
だ
い
に
さ
か
ん
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

自
由
民
稽
運
励
は
、
思
想
的
に
は

西
欧
の
民
ま
王
義
思
想
の
影
一
奮
ひ

け
、
や
が
て
目
由
党
や
改
進
兌
な
ど

の
政
党
が
組
皐
さ
れ
ま
に
た

。

こ
の
運
動
は
、
地
租
岑
啀
ぐ
し
て

も
ら
邨
冫
C
l

屆
ま
や
農
民
も
加

わ
っ
て
、
し
だ
い
に
激
化
し
て
い
く

の
で
す
。
解
放
令
の
実
態
に
失
g
U

て
い
た
同
和
地
区
9
(
ぴ
冫
町
、
部

落
開
放
の
願
い
と
結
び
つ
け
て
、
こ

の
運
励
に
I

匚
だ

。
神
奈
川
、
兵
皿
、
大
阪
、
岡

山
、
福
岡
な
ど
で
、
民
権
運
動
と
解

放
へ
の
願
い
を
葩
ん
が
活
動
が
行
わ

れ
ま
レ
た
。

こ
ら
じ
た
中
で
、
中
江
汰
罠
の
活

動
は
、
社
会
的
に
注
目
さ
れ
ま
し

た
I

罠
は
、
盟
弱

年
に
保
安
条

例
に
よ
っ
て
東
亰
奮
黌
呑
れ
大
阪

に
移
り
ま
す
。
そ
し
て

、2
3年
の
第
1

回
衆
一
嘔
澀
一に
出
馬
し
て
{
暹

し
ま
レ
た
。
こ
れ
は
、
大
阪
の
同
和

地
区
の
人
び
と
の
蓊

妄

雰
矢

き
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
担

当

□ 家内労働月間　5 月21～31日 「家内労働手帳　渡して築く　 互いの信頼」　家内労 働手帳は、委託条件を明確にし、適 正な工賃支払を確保するものとして、

家内労働関係の基本となるものです。　問先= 足立労働基準監督署　　( 3882) 1187
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5
月
1
2日
は

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

民
生
・
児
童
委
員
は
、
地
域
社
会
の

中
で
、
牛
活
に
困
っ
て
い
る
万
や
、
児

竃
、
心
身
障
害
、
高
齢
者
簡
駆
な
ど
で

悩
み
豪
穩
(
て
い
る
人
た
ち
の
艮
膏
稻

誄
相
手
と
し
て
、
指
導
・
援
助
を
し
て

い
ま
す

。ま
た
、
社
会
福
祉
関
連
の
調

査
S
・
讐
i

の
発
行
、
シ
ル
バ
ー
パ

ス
の
配
付
な
ど
、
区
や
襲
鞴
祉
協
議

会
の
協
力
活
聊
も
行
つ
て
い
求
す
。
個

人
の
秘
罟
茵
く
守
ら
れ
零
f
ゐ
で
、

気
鰹
に
'
箱
鮫
く
だ
さ
い
。
足
立
区
に

は
哂
人
の
民
生
・
―
耳
委
員
が
活
動
し

て
い
求
す
。

※
氏
名
、
鬣
図
域
等

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

問
先
=
千
庄
本
庁
舎
・
民
生
佩

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1

㈹

東 部 ・西 部 障 害

福祉総合センター

障害に関する専門
相談を行っています

理
学
療
法
土
、
作
業
療
法
士
、一一
諾

瘴
法
士
、
肴
護
婦
等
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

障
客
に
係
わ
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て

相
談
奮
"
け
、
指
導
、
訓
練
、
専
門
機

翡
の
紹
介
な
ど
豕
仔
っ
て
い
李
歹
。

□
リ
ハ
ビ
リ
専
門
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
難
病
な
ど
で
体
が

不
自
由
に
な
っ
た
方
の
リ
(
ビ
リ
訓
練

に
つ
い
て

□
言
語
訓
練
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
離
廊
な
ど
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
づ
ら
い
方
の

言
葉
の
訓
練
に
つ
い
て

□
補
装
具
相
談

短
下
肢
装
具
、
義
足
、
義
手
、
つ
え

や
車
い
す
な
ど
の
製
作
、
修
理
等
や
福

祉
機
器
に
つ
い
て

□
自
助
具
相
談

調
理
、
更
衣
、
入
浴
、
排
せ
つ
動
作

な
ど
を
行
い
や
す
く
す
'
?
霈
な
道
具

の
紹
介
や
製
作
に
つ
い
て

□
生
活
相
談

住
宅
、
進
路
、
就
労
な
ど
の
相
談
や

福
祉
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

□
健
康
相
談

障
害
者
の
健
康
保
持
、
増
進
に
つ
い

て
こ
の
ほ
か
、
個
人
の
状
態
に
f
e£
*
!

リ
(
ビ
リ
訓
驟
も
行
っ
て
い
求
歹
。
ま

た
、
通
所
訓
練
に
つ
い
て
の
相
節
E
薩

時
受
け
付
け
て
い
李
歹
。

※
送
迎
バ

ス
も
利
用
で
き
豕
す
。
ご
相
談
く
だ
さ

い

場
・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

　
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
碼
秕
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

※
国
道
4
冊
癜
(
日
一
i
籏

の
東
側

お
よ
び
千
住
地
区
の
方
は
東
部
へ
、
4

号
線
西
側
お
よ
V

小
台
・
新
田
・
宮
城

地
区
の
万
は
西
部
へ
お
問
い
合
せ
ぐ
だ

さ
い

第
2
6回
定
期
演
奏
会

東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団

日
時
H
i
月
2
7
E王
)
'午
後
1
時
3
0

分
!
s
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

費
用
=

千
円

内
容
=
青
空
Q
ポル
カ
、の

ぱ
ら
、エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
ほ
か

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
事
務

局
・
薬
師
神

(
3只
5
2
)
3
2
3
2
夜
間
)

枩
ほ
千
住
本
庁
舎
・
文
化
振
興
係

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1㈹

情 報 コ ー ナ ー

青年センターの催し
□ 子育てセミ ナー
やっぱり気になるおけいこごと
早いほどいいってホント?
日 時=5 月18・x 日、いずれも木
賜日、午前l a 哮～正午 対象= 幼
児の い るお 母さ ん 定員=15 人(
先軈順) 費用= 無料 申込= ●
話 ※ お子 さ んの 保 育を 行い ま
す。お問い合せください
場・申 ・問先= 蒿年 センタ ー
3890- 0061:

少 年 ス ポ ー ツ 大 会 に
補助 金を交 付します

対象= 区卜・1在住 ・在学の小・中学
生で組織されている団体の大会で10
チ ーム以上また は100人以上の

参加があり、要項・規約が明 確な
もの。ただし 、すでに補助を受け
ている団体( 地区対策委員会、体
育協会。町会・自治会など) が主
催する大会は除く 申込= 窓 口に
ある補助金交付申請書を提出 期
限=5 月24日 申 ・問 先= 千住本
庁舎 ・体育振興係
113882- 1111 ㈹

女性総合センターの催し
□ 男と 女の料理教室
家事は女性だけの仕事ではあり

ません。 生活的に自立し た男性め
ざし て、料理を 基礎から学びませ
んか。女性も大 歓迎です。 日時=5

月25日～6 月22日の毎週木曜
日、午後6 時30分 ～8 時30分( 全5
回) 対象= 区内 在住・在動・在

学の方 定員=40 人( 抽 選) 費用=3, 500
円( 5 回 分の材 料 費)

申込= 往復ハガキに住所、氏名、
年齢、電 話番号、希望 理由、「男
と女の料理教室希望」 と明記 期
限=5 月17日必着
□ 女と男のフリ ースペース
オースト ラリアとサラダボウルの
関係って?
日時=5 月18日( 木) 、午後6 時30
分 ～8 時30分 対象= 区四在住・
在動・在学の方 ゲスト= モニカ・
シュミット 氏( ヘルモント市から
の回1妹都市専門員) 内容= 多民
族多文化国家 とし て互いに共栄共
存を目指し 、サラダボウル国家と
も表現されているオ ーストラリア

の素顔を日本語で紹介し ます 定
員=20 人( 先着順) 費用= 無料
申込= 電話
□ 第12期あだち女性大学
つくられた女から創る女へ
日 時等= 下表 対象= 区内在住・
存勤・在学の女性 内容 一女性問
題を自 分自 身の問 題とし て とら
え、体系的に学習を進めながら女
性問 題とその解決について考えま
す 定員=50 人( 抽選) 費用= 無
料( 宿泊 費約6, ( X) ( J二11、● 籍 代実
費) 申込= 往復ハガ キに住所、
氏名( フリガナ) 、年齢、電話番号、
希望理由、「女性大学参加希望亅 と
明記 ※ 2 歳 から学齢前までのお
子さんの保育を希望する方は、お
子さんの名前、生年月日もお書き
ください。5 月31日に保育オリエ
ンテーションを 行います 期限=5
月19日必着

――いずれも――
場・申 ・問先= 女性総合センタ ー
〒123梅田7- 33- 1
3880 ―5222

第12期あだち女性大学日程

※ いずれも水曜日、午後6 時45分～8 時45分( ただし9/ 9・10の宿泊研修と11/ 7・14・21を除く)

補助金を交付しています
コンポスト化(生ごみ処理)容器を購入する方へ
コンポスト 化容器は、生ごみを

家 庭でた い肥 に変え ること がで
き、ごみの減量とリサイク ルに効
果があります。このコンポスト化
容 器を購入する方に、購入費の-
部を 補助し てい ます。従采 の土の
中に埋め込むタ イプのほかにベラ
ンダ に設置するものや電力を使う
も のな ど様 々な機 種があり ます(
機種の説明をし ますのでご相談

ください) 。 対象= 区内在住でコ
ンポスト化容器を置く スペースの
あ る方 ※ 購入する前に必ず申舗
し てく ださい。購入後の申請は受
け 付け ません 申込= 直接窓口
期限=6 月15日( 先着順受 付。補
助金の枠内に達し次第締め切り ま
す) 申 ・問先= 中央本町庁舎 ・
リ サイクル推進課
3880 ―5206

アドベンチャーキャンプ
参加者募集

日 時=8 月5 日 ～11 日 場 所= 新r

県 曷 沢 町 。j 象= 区 内 在 住 の 小

弓t 校5 年a Ξカ らゝ 高 校3 年 と晝Ξま で4x)

方 定 員=60 人 【選 考 】 費 用=2

万7, { xxF モl 申 込= 区 内 各 施 設

に あ る 所 定 の 申 込 用 紙 を 郵 送 期

艱=5 月31 日f 著 申 一問 先= 千

住 冰 庁 舎 ・ こj yxF肯1 洳 系

〒120 千 住1- 4- 18

3882 ―1111 ㈹

教 育 相 談
学校に行くのを嫌がる、凾菓が

遅い、落ち着きがないなど の悩み
について専門の相談員力i問題の解
決にあたり ます。
□ 面接による相談
区内3 ヵ 所で行っています。

教育研究所教 育相談宰
3859 ―9531
綾瀬分室( 綾 瀬プ ルミエ内)
3838 ―3588
鹿浜分室( 北鹿浜ノ釟学校内)
3856- 7735

――いずれも――
日 時= 毎週月 曜日～金曜日、午前9
時 ～午後5 時( 祝日を除く)

□ 電話による相談
日 時= 毎i周月曜日～金曜日、午前9
時 ～午後4 時30分
教育研究所TI 3884 ―7867

家庭用はかりの

無料検査
日時等=5 月22日… 教育研究所/5
月30日… エル・ソフィ ア ※ い
ずれも午前1( l晦～午後4 時 費用=
無享1 問先= 消費者センタ ー
3880 ―5385

すいすいらんど綾瀬の休館日
水抜き清掃のため、次の期間プ

ールをお休みし ます。 期間=5
月22日～26日 ※ ただし 総合受付
については、5 月23日 ～26日は平

常どおり営業します
問先= すい すいらんど綾 瀬

　5616 ―2500

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています T. Hi . 　240, 000


